
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M 5 Stack を使用した死活監視システム 
           坂 出 商 業 高 校  ２ 年  天 雲 琉 聖  前 川 太 輝   

1 .研究背景  

 概 要  

昨 今 の 世 の 中 で は 、 サ ー バ ー の ダ ウ ン が 重 大 な 損 失 に つ な が っ て い る 。 ま た こ れ

は サ ー バ ー の み で は な く 、 個 人 利 用 の P C で も 同 じ こ と が 言 え る 。 原 因 の 一 つ で あ

る メ モ リ リ ー ク や プ ロ セ ス の 暴 走 な ど に よ る シ ス テ ム の フ リ ー ズ に よ っ て 安 全 に

再 起 動 を 行 え な い こ と を 防 ぐ 必 要 が あ る 。  

仮 説  

・ I o T 機 器 を 用 い て 死 活 監 視 を 行 う こ と で 人 的 作 業 の 工 数 を 削 減 で き る の で は ？  

・ 安 価 な マ イ コ ン を 監 視 端 末 と し て 運 用 す る こ と で 主 に コ ス ト 面 で ど ん な シ ス テ

ム に も 導 入 し や す く な る の で は ？  

3 .実験結果  

・ リ ソ ー ス 状 況 の 送 受 信 、 表 示  

  右 下 の 写 真 が 表 示 結 果 で あ る  

 ・ 表 示 は C P U , メ モ リ の 使 用 率 と 稼 働 時  

  間 、 P I N G の 最 後 の レ ス ポ ン ス 時 間 な  

   ど を 表 示 す る こ と が で き た 。  

・ I o T 機 器 側 か ら の 再 起 動  

 ・ ダ ッ シ ュ ボ ー ド に 表 示 さ れ て  

  い る 赤 色 の R E B O O T ボ タ ン を  

  押 す こ と に  

  よ っ て 再 起 動  

  を 行 え る よ う  

  に で き た 。  

 

 

・ 自 動 で の 再 起 動 ( 今 回 は 指 定 し た 時  

  間 C P U の 値 が 超 え て い た ら )  

 再 起 動 さ せ る こ と が で き た  

2 .システム概要  

 

 

 

 

 

 

監 視 対 象

P C  

 

運 用 監 視 端 末  

( M 5 S t a c k )  

 

4 .考察・今後の展望  
こ の シ ス テ ム を 使 え ば 、 人 が 監 視 す る 必

要 が な く 、 パ ソ コ ン に ダ メ ー ジ を 与 え る

前 に 安 全 に 再 起 動 す る こ と が で き る 。 し

か し 、 使 い や す く す る た め に は 検 出 方 法

や 表 示 項 目 を 見 直 す 必 要 が あ る と 思 う 。  
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監 視 対 象 P C  

M 5 S t a c k に  

リ ソ ー ス 状 況 を 送 信  

 

運 用 監 視 端 末  

リ ソ ー ス 状 況 を ダ ッ

シ ュ ボ ー ド に 表 示  

 

死 活 監 視 端 末 の 機 能  

何 ら か の 原 因 で リ ソ ー ス 不 足 が

起 こ っ た 場 合 に I o T 機 器 側 か ら

自 動 で 再 起 動 ・ シ ャ ッ ト ダ ウ

ン ・ 通 知 を 行 え る よ う に す る 。  

 




